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研究成果の概要（和文）：経カテーテル大動脈弁留置術を受けた患者を対象に、術前の心臓カテーテル検査デー
タから、左室拡張能を示すパラメータの一つである左室スティッフネスを計算した。スティフネスが高値を示す
症例では、有害な心イベントが多く、多変量解析の結果、独立した予後規定因子であることが示された。さら
に、術前の心エコーデータから、左房リモデリングの指標である左房容積(LAVi)/心房収縮期僧帽弁輪組織速度
(a')比および、右室機能の指標である三尖弁輪収縮期移動距離(TAPSE)/肺動脈収縮期圧(PASP)比を求め、それら
も予後予測因子であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Left ventricular (LV) diastolic stiffness, a parameter indicative of LV 
diastolic function, was calculated using cardiac catheterization data from patients undergoing 
transcatheter aortic valve implantation (TAVI). Patients with higher LV diastolic stiffness 
exhibited more adverse cardiac events, and multivariate analysis demonstrated its status as an 
independent prognostic determinant. Furthermore, echocardiographic data yielded the left atrial 
volume (LAVi)/late diastolic mitral annular tissue velocity (a') ratio, reflecting left atrial 
remodeling, and the tricuspid annular plane systolic excursion (TAPSE)/pulmonary artery systolic 
pressure (PASP) ratio, indicative of right ventricular function, both identified as prognostic 
factors.

研究分野： 心不全

キーワード： 大動脈弁狭窄症　経カテーテル的大動脈弁置換術　左室拡張能　右室機能　左房機能

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者における重度大動脈弁狭窄症では、左室への長期間にわたる圧負荷により、左室拡張能だけでなく、その
上流に位置する左房や右室も既に障害を受けている可能性がある。経カテーテル大動脈弁留置術(TAVI)は、高齢
者を含む高リスク患者を対象とした低侵襲治療である。しかしながら当研究の結果、左室のスティフネス増加、
左房リモデリングの進行、右室機能低下などの要因が併存する場合に、TAVI治療に成功してもその後心臓死や心
不全入院を起こしやすいことが示された。これらハイリスク症例を同定し、早期の治療介入や適切な薬物治療を
行うことによって、TAVIは健康寿命の延伸だけでなく医療費削減にも貢献すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
増加しつづける高齢者と、加齢とともに増加する大動脈弁狭窄症(AS)が、医療経済に与える

影響は深刻である。経カテーテル大動脈弁留置術(TAVI)は、高齢者など高リスク患者に対する
低侵襲治療であり、実施数は年々飛躍的に増加しつつある。高額ながら、TAVI は将来的な心不
全発症を防ぐことにより、総額として医療費が抑制されると期待されているが、その後、TAVI
後心不全入院が 1年で 15%にも達することが報告された。 
TAVI 後に心不全入院をする症例には、低圧較差の高度 AS(low-gradient severe AS)例が最も

多かった。これらの症例は、左室収縮能が低下した症例を除くと、左室収縮能が保たれた心不
全(Heart Failure with preserved Ejection Fraction：HFpEF)に高度 AS が合併した病態では
ないかと考えられる。一般的に HFpEF の予後は、左室収縮性の低下した心不全(HFrEF)に劣らず
不良である。大動脈弁狭窄が解除されても、依然 HFpEF の状態であれば、TAVI 後に心不全を発
症する可能性がある。HFpEF の病態の本質は、拡張機能不全であるが、これまで AS の左室拡張
能をカテーテルで正確に測定した研究はなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、カテーテルデータを用いて拡張機能を評価し、進行した拡張機能障害を合併
した高度 AS では、TAVI が成功しても心不全を発症するリスクが高いという仮説を証明するこ
とである。また、全例カテーテルデータを得るのは現実的ではないことから、臨床的に有用な
心エコー指標を見出すことである。 
 
 
３．研究の方法 
(1) TAVI 前にカテーテルを使用して左室機能の血液力学的評価を受けた 78 人の重度 AS かつ保
持された LV 駆出率(>50％)の連続した患者が登録された。左室拡張期圧力-容積関係の平均斜率
を計算し、左室拡張期スティフネスを求めた。有害な心イベントは、心臓死または心不全入院
と定義した。左室スティフネス高値群(>190 mmHg/L)と正常群の予後を比較した。 
 
(2) TAVI を受けた洞調律の 486 人の患者(年齢 83±5 歳；女性 311 人)が登録された。TAVI 前に
は全例で組織ドプラを含む経胸壁心エコー検査が行われ、左房リモデリングの指標である左房
容積/心房収縮期僧帽弁輪組織速度比(LAVi/a')が予後に与える影響を調査した。 
 
(3) TAVI を受けた 541 人の患者(年齢 84±6 歳；女性 355 人)を対象とした。TAVI 前に経胸壁心
エコー検査を用いて、三尖弁輪収縮期移動距離(TAPSE)を肺動脈収縮期圧(PASP)で除して右室-
肺動脈カップリング比(TAPSE/PASP)を計算し、右室機能が予後に与える影響について検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 左室スティフネス高値群では、低流量の高度
AS の頻度が多かった(66.7％対 33.3％,P = 0.004)。
左室スティフネス高値群では有害心イベント数
(心臓死あるいは心不全入院)が多かった(ログラ
ンク検定 P = 0.054)。年齢、性別および腎機能で
調整した後、Cox 回帰分析では、左室スティフネ
スが有害心イベントの発生と関連していることが
明らかになった(ハザード比 1.008；95％
CI,1.003–1.013；P = 0.003)。 
 
(2) Kaplan-Meier法により、中央値以上のLAVi/a'
を持つ群でより多くの有害な心イベントが示され
た(ログランク検定 P = 0.030)。年齢と性別を調整した多変量 Cox 回帰分析では、LAVi/a'が独
立した予後規定因子であった(ハザード比 1.058；P = 0.001)。 



(3) Kaplan-Meier 解析では、低 TAPSE/PASP 比群
で有害心イベントの発生率が高かった(ログラン
ク検定 P<0.001)。多変量 Cox 回帰分析では、
TAPSE/PASP が独立した予後予測パラメータとし
て同定された(ハザード比 0.246；P=0.023)。 
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